
口
腔
機
能
低
下
症
の

評
価
方
法
に
つ
い
て

西
東
京
生
協
歯
科
は
、
口
腔
機
能

低
下
症
の
早
期
発
見
・
早
期
予
防
に

取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
定
期

的
な
口
腔
機
能
低
下
症
の
検
査
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

口
腔
機
能

低
下
症
は
次

の
７
項
目
で

診
断
し
ま
す
。

①
口
腔
内
の

不
潔
（
舌
の
汚
れ
）

②
口
腔
の
乾
燥
（
唾
液
の
分
泌
量
）

③
咬
合
力
の
低
下
（
残
存
歯
数
）

④
舌
口
唇
運
動
低
下
（
舌
や
口
唇
の

動
き
）

⑤
低
舌
圧
（
舌
の
力
）

⑥
咀
嚼
機
能
低
下
（
咀
嚼
力
）

⑦
嚥
下
機
能
低
下
（
飲
み
込
む
力
）

⑦
の
嚥
下
機
能
低
下
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
評
価
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
項
目
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
測
定
機
器
が
あ
り
、
数
値
で
評

価
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

測
定
機
器
が
な
い
場
合
は
、
口
腔

内
の
汚
れ
の
具
合
を
目
視
で
観
察
し

た
り
、
残
っ
た
歯
の
本
数
で
評

価
を
し
ま
す
。

今
ま
で
当
院
は
、
7

項
目
の

内
の
３
項
目
の
み※

を
機
器
等

を
用
い
て
、
評
価
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
１
月
よ
り
新
し
い

測
定
機
器
を
導
入
し
ま
し
た
。

※

口
腔
乾
燥⇒

口
腔
水
分
計

舌
口
唇
運
動
低
下⇒

回
数
計
測
ア
プ
リ

低
舌
圧⇒

舌
圧
計

口
腔
内
細
菌
カ
ウ
ン
タ

１
つ
目
は
、
①
口
腔
内
の
不

潔
を
評
価
す
る
口
腔
内
細
菌
カ

ウ
ン
タ
と
い
う
機
器
で
す
。

本
装
置
は
口
の
中
の
細
菌
の

数
を
迅
速
に
測
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

検
体
は
、
舌
の
表
面
を
滅
菌

さ
れ
た
綿
棒
で
採
取
す
る
か
、

舌
の
下
の
唾
液
を
採
取
す
る
だ

け
で
、
身
体
へ
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

専
用
の
測
定
用
液
、
電
極
チ

ッ
プ
と
採
取
し
た
検
体
を
装
置

に
セ
ッ
ト
し
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

約
１
分
で
測
定
結
果
が
表
示
さ

れ
、
口
腔
内
の
汚
染
状
況
を
即

時
に
確
認
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
口
を
長
く
開
け

て
い
る
の
が
困
難
な
方
や
、
施

設
や
在
宅
の
患
者
さ
ん
の
お
口

の
中
の
汚
染
状
況
の
確
認
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
へ
の
提
案
、
口
腔
ケ

ア
の
効
果
、
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
評
価
な
ど
に
も
活
用

で
き
ま
す
。

口
腔
機
能
モ
ニ
タ
ー

Ｏ
ｒ
ａ
ｍ
ｏ
ー
ｂ
ｆ
（
オ
ラ
モ
）

２
つ
目
は
、
③
咬
合
力
の
低

下
を
測
定
す
る
「
オ
ラ
モ
」
で

す
。測

定
方
法
は
、
口
の
中
に
器

具
に
接
続
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー
部

分
（
右
写
真
・
水
色
部
分
）
を

挿
入
し
て
咬
む
だ
け
で
す
。

す
る
と
、
咬
ん
だ
力
の
最
大
値

が
ほ
ん
の
数
秒
で
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

従
来
は
、
残
っ
て
い
る
歯
が

２
０
本
以
下
で
あ
れ
ば
、
【
咬

合
力
低
下
】
と
評
価
し
ま
し
た
。

オ
ラ
モ
を
用
い
て
評
価
を
行

う
と
、
残
っ
て
い
る
歯
が
少
な

い
方
も
、
義
歯
を
使
用
し
、
し

っ
か
り
咬
め
て
い
る
か
ど
う
か

を
数
値
で
判
定
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
口
腔
機
能

の
検
査
は
、
５
０
歳
以
上
の
方
、

全
身
的
な
疾
患
等
で
口
腔
機
能

低
下
を
認
め
る
方
は
、
保
険
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
他
、
オ
ラ
モ
は
、
新
た

に
義
歯
を
作
製
す
る
際※

、
咀

嚼
機
能
が
ど
れ
だ
け
回
復
し
た

か
評
価
す
る
《
有
床
義
歯
咀
嚼

機
能
検
査
》
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※

総
義
歯
・
上
下
ど
ち
ら
か
９
本
以
上

の
義
歯
・
左
右
第
２
大
臼
歯
を
含
む
臼

歯
を
４
本
以
上
含
む
義
歯
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
義
歯
調
整
等
を

よ
り
効
果
的
に
行
う
目
的
が
あ
り
、

適
時
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

(

西
東
京
生
協
歯
科

・
所
長
・
小
石
良
和)
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HPでも見られます!

えがおはこちらから

新
た
な
機
器
を
導
入
し
ま
す

口腔内細菌カウンタ

訪問診療の
患者さんの

口腔ケアに活用

口腔機能モニター
Ｏｒａｍｏ-bf（オラモ）

しっかり咬んで
美味しく食べる！

検体を舌から
採取している様子

口
腔
機
能
を
評
価
す
る



歯
科
技
工
士
の
多
く
は
、
歯
科
技

工
所
で
、
歯
科
医
院
か
ら
送
ら
れ
た

オ
ー
ダ
ー
に
従
い
、
技
工
物
を
作
製

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
知

ら
な
い
ま
ま
、
歯
科
医
院
か
ら
届
い

た
口
腔
内
の
模
型
と
向
き
合
っ
て
技

工
物
の
作
製
に
あ
た
り
ま
す
。

私
自
身
も
７
年
程
は
、
前
述
の
歯

科
技
工
士
と
同
様
の
働
き
方
で
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
た
頃
か
ら
、

訪
問
歯
科
に
同
行
し
、
義
歯
作
製
を

行
う
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
時
初
め
て
、
患
者
さ
ん
の
お

体
の
こ
と
、
生
活
環
境
、
経
済
的
な

状
況
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自

分
の
知
識
や
技
術
を
用
い
、
歯
科
医

師
と
相
談
し
な
が
ら
最
適
な
治
療
を

提
供
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

私
は
、
昨
年
９
月
に
西
東
京
生
協

歯
科
に
入
職
し
た
の
で
す
が
、
今
ま

で
働
い
て
き
た
環
境
と
い
く
つ
か
違

う
点
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
院
内
に
歯
科
技
工
士
が
い

る
こ
と
は
大
き
な
利
点
だ
と
思
い
ま

す
。

こ
れ
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
の
困
っ

て
い
る
こ
と
を
正
確
か
つ
迅
速
に
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
細
か

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
小
さ
い
違
和
感
へ

の
対
応
を
可
能
に
し
、
よ
り
良
い
治

療
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

２
つ
目
は
、
歯
科
医
療
に
携
わ
る

ス
タ
ッ
フ
が
様
々
な
研
修
に
参
加
し
、

学
ん
だ
こ
と
を
共
有
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

３
つ
目
は
、
生
協
活
動
で
す
。
昨

年
行
わ
れ
た
西
東
京
市
民
ま
つ
り
で

歯
科
相
談
を
経
験
し
た
の
で
す
が
、

多
く
の
歯
科
医
院
に
は
な
い
取
組
み

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、

『
通
っ
て
い
る
歯
医
者
で
は
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
聞
き
に
く
い
』

『
治
療
を
ど
う
選
択
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
』

な
ど
、
歯
科
治
療
に
関
す
る
様
々
な

市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
伺
い
、
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
当
院
は
、
歯
科
医
師
を

は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が
親
身

に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

（
西
東
京
生
協
歯
科
・

歯
科
技
工
士
・

根
本
雅
之
）
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～
開
設
か
ら
十
年
～

④
入
職
し
て
5
か
月
、
今
私
が
思
う
こ
と

２
０
２
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日

本
被
団
協
）
が
受
賞
し
、
終
わ
り
の
見

え
な
い
戦
争
、
核
使
用
の
脅
威
が
続
く

中
、
世
界
中
に
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
被
爆
の
実
相
を
絵
で
伝
え
、
１
９
６

７
年
に
開
館
し
た
『
原
爆
の
図

丸
木
美
術
館
』
を
訪
れ
ま

し
た
。

東
武
東
上
線
・
東
松
山
駅
東
口
よ
り
循
環
バ
ス
に
乗
車
し

「
丸
木
美
術
館
東
」
で
降
車
後
、
１
２
分
ほ
ど
歩
く
と
美
術

館
が
見
え
て
き
ま
す
。

美
術
館
に
は
丸
木
位
里
（
い
り
）
・
俊
（
と
し
）
夫
妻
が

原
爆
投
下
後
、
広
島
で
見
た
そ
の
惨
状
や
証
言
を
も
と
に
描

か
れ
た
、
全
１
５
部
に
渡
る
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
館
し
て
５
０
年
の
時
が
経
ち
老
朽
化
し
た
美
術
館
は
、

こ
の
秋
に
休
館
し
、
改
修
後
の
２
０
２
７
年
５
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２
度
目
の
来
館
で
し
た
が
、
改
め
て
驚
い
た
こ
と
は
、
第

１
部
の
『
幽
霊
』
の
発
表
時
は
、
ア
メ
リ
カ
に
原
爆
投
下
さ

れ
た
こ
と
や
被
害
の
状
況
も
一
切
報
道
し
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
た
占
領
下
の
１
９
５
０
年
２
月
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
被
爆
し
た
朝
鮮

の
方
々
が
救
護
も
受
け
ら

れ
ず
、
屍
（
し
か
ば
ね
）

に
ま
で
差
別
を
し
た
日
本

人
の
こ
と
を
描
い
た
第
１

４
部
『
か
ら
す
』
と
い
う

作
品
に
も
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。

戦
後
８
０
年
を
迎
え
る

今
年
、
休
館
前
に
一
度
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
事
務
・
猪
股
あ
か
ね
）

原爆の図 丸木美術館

保険でより良い歯科医療を求める署名に
ご協力おねがいします

「保険でより良い歯科医療を求める請願署名」の取組みが始まりました。
集めていただいた署名は、国会要請行動に持ってまいります。

2023年の活動では、署名採択には至りませんでしたが、多くの国民の声が24年度
の診療報酬改定に実り、学校歯科健診で、矯正が必要か否かの「相談」部分が保

つ 険適用されました。また、白い材料（ＣＡＤ／ＣＡＭ冠・インレー）の適用も拡
大されました。

長年の政府の歯科医療費抑制やマイナ保険証のカードリーダー設置義務化などで、
少なくない歯科医院が閉院・倒産に追い込まれています。

ぜひ、署名にご協力をいただき、お近くの事業所までお持ちいただけると幸いです。

ほ
っ
と
ひ
と
息
の

コ
ー
ナ
ー
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